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講座時間／各回30分

入場
無料
※要事前申し込み

主　催
後　援

お問い合わせ

令和５年度

13:40
講座 1 木材高度加工研究所　渡辺　千明　准教授

システム科学技術学部 建築環境システム学科　石山　真季　助教　

何から始める？地域の防災

202311/23 13:00開場

13:30～16:20

●この公開講座は秋田県立大学YouTubeチャンネルでのオンデマンド配信を予定しています。

木
参加者へ
プレゼントを
ご用意

しています!!
会 場
　　三種町山本地域拠点センター2F 講堂
　　　(〒018-2303 秋田県山本郡三種町森岳町尻35)

日 時 祝

14:10
講座 2

廃校と紡ぐ地域の未来

15:10
講座 3 生物資源科学部 応用生物科学科　竹下　和貴　助教　

ジュンサイと共生する微生物

15:40
講座 4 生物資源科学部 生物環境科学科　谷口　吉光　教授　

持続可能な地域のモデルを三種町でつくる

14:45
総合科学教育研究センター　内山　応信　教授

すき間時間でかんたん転倒予防体操

15:00
こめらむね製作委　竹内　　大　さん
～三種町下岩川水系米を使った新しいお土産づくり～学生の挑戦　～三種町下岩川水系米を使った新しいお土産づくり～

先着
60名
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メールアドレス
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講座時間／各回30分
※要事前申し込み

申込方法　ハガキ、WEB､FAXのいずれか ※会場内では、主催者や取材メディアによる写真や動画撮影が行われる予定です｡主催者が配信する
　オンデマンド動画および公開講座終了後の広告物に使用することをあらかじめご了承ください。

入場
無料

先着
60名

令和５年度　秋田県立大学公開講座

何から始める？地域の防災
木材高度加工研究所　渡辺　千明　准教授

三種町山本地域拠点センター2F 講堂
(〒018-2303 秋田県山本郡三種町森岳町尻35)

　災害への備えは、だれもが必要なことと認識していますが、実行に移
せていないことが多いのが現状です。いつ起きるかわからない、これま
で災害にあったことがないから大丈夫、何をしたら良いのかわからな
い、行政がしてくれるなど、自分事としてとらえていないと、やらない理
由は色々とあげられます。
　ふだんの生活や地域活動の中に「防災の視点」を加えることで、災害
への備えをより自分事にしていくが可能です。講座では、県内外の地域
活動や自主防災組織の取り組み事例をご紹介しながら、三種町でこれ
から何ができそうか、何を始められそうかをみなさんと考えます。

廃校と紡ぐ地域の未来
　　システム科学技術学部 建築環境システム学科　石山　真季　助教
　学校の閉校は寂しいものです。でも見方をかえれば地域の再スター
トの良い機会。廃校活用までの道のりは長く険しい場合もあるでしょ
う。けれども、だからこそ地域内外住民と行政、企業、大学が手を取り
合って、活用のために、地域のために、励むそのプロセスが連携を強く
し、地域への愛着を深めるでしょう。私は廃校活用にゴールはないと
思っています。活用に向けてともに歩き出す、活用はじめて分かち合
い、活用をし続けて深め合う。時には妥協、あきらめ、さよならに直面
し、まっさらな土地に未来を探す。そのプロセスを共有することが地域
をつくり、地域の新しい歴史の１ページを刻むのだと。先行事例の紹介
を交え、廃校活用にあたり向き合うことになる物事をわかりやすくお伝
えできればと思っています。

ジュンサイと共生する微生物
生物資源科学部 応用生物科学科　竹下　和貴　助教

　ジュンサイは三種町および秋田県を代表する特産品(あきた伝統野
菜)の１つです。しかし近年、農家の高齢化に加え、栽培方法が確立され
ておらず毎年の収量が安定しないことや買取単価が安いことなどを原
因に、その出荷量および栽培農家数は減少の一途を辿っています。演
者は自身が専門とする“微生物との共生”に着目し、ジュンサイの生育に
有用な共生微生物を利用することにより、ジュンサイの安定的な栽培方
法の確立とジュンサイの高品質化(高価格化)を目指す研究を昨年度よ
り開始しました。本講演では研究の概要とこれまでに得られている成
果を紹介します。また持続可能なジュンサイ生産に関して、聴講者と
いっしょに考えたいと思います。

持続可能な地域のモデルを三種町でつくる
生物資源科学部 生物環境科学科　谷口　吉光　教授

　県立大学の研究チームは(一社)持続可能な地域社会総合研究所と
連携して、2022年度から三種町下岩川地区をモデルに、持続可能な農
村づくりの共同研究を進めています。キーワードは「地域情報の見える
化」と「地域資源の共同管理」。これまで農地や森林のGISマップや地
元関係図などを作成しました。いずれも地域全体の様子が一目瞭然に
わかる図や画像です。地域住民の方々がこれを見ながら地域づくりに
ついて話し合うためのツール(道具)になればいいと考えています。それ
と同時に、地域づくりを事業として行う「地域運営組織｣(農村RMO)を
設立するための準備も進めています。

すき間時間でかんたん転倒予防体操
総合科学教育研究センター　内山　応信　教授

　すき間時間に手軽にできる転倒予防体操をご紹介します。秋田音頭
に合わせ全身を楽しくリズミカルに動かすことによって認知機能と足
腰の筋肉を適度に刺激することができる体操です。是非ご参加下さ
い。

学生の挑戦～三種町下岩川水系米を使った新しいお土産づくり～
こめらむね製作委　竹内　　大　さん

　秋田県立大学生が作る、秋田県の新定番みやげ「こめらむね」。材料
である「下岩川水系米」の米粉について、そして期待される、三種町オリ
ジナルフレーバーについて、皆様にお伝えいたします！

令和５年　11月23日木㊗　13:00開場／13:30～16:20

下記の申込用紙に必要事項を明記のうえ、切り取らずにFAX：018-872-1670まで送信ください。

ハ ガキ

Ｗ Ｅ Ｂ

ＦＡ Ｘ

申込みフォームへ(https://forms.gle/y9iewyaCdQRjZuJ28)アクセス後、必要事項を
入力して送信してください。
スマートフォン等からは、QRコードからアクセス後、必要事項を入力し送信してください。

｢秋田県立大学公開講座参加申込｣と氏名、年齢、住所、電話番号、メールアドレスを明記のうえ、
〒010-0195 秋田市下新城中野字街道端西241-438　秋田県立大学　広報・情報チーム　宛　に郵送ください。
※複数でご参加の場合は、全員の氏名、年齢、電話番号をご記入ください。

※個人情報は、公開講座の運営管理の目的にのみ利用させていただきます。

10代 ・ 20代 ・ 30代 ・ 40代 ・ 50代 ・ 60代 ・ 70代以上

県　　　　　　　　市　・　町　・　村
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地域の課題に迫る

お車でお越しの方は三種町山本地域拠点センターの駐車場をご利用ください｡

三種町の地域づくりと
県立大学


